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十
日
町
市
に
新
潟
事
務

所
を
構
え
て
事
業
展
開
し

て
い
る
運
送
業
の(

有)

翔

進
で
働
く
仲
間
が
、
会
社

の
労
働
条
件
の
一
方
的
引

下
げ
に
抗
し
て
五
名
で
労

組
を
結
成
し
ま
し
た
。 

 

三
月
下
旬
、
賃
金
が
一

方
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

抗
議
す
る
と
事
業
所
撤
退

ま
で
ほ
の
め
か
さ
れ
た
事

か
ら
雇
用
不
安
す
ら
感
じ

て
連
合
に
労
働
相
談
が
持

ち
込
ま
れ
た
。
数
度
の
打

合
せ
の
上
で
、
四
月
六
日

(

日)

午
後
、
十
日
町
市
内

の
従
業
員
宅
に
県
内
六
名

中
五
名
が
参
集
し
て
の
組

合
結
成
と
な
っ
た
も
の
。 

 

結
成
に
は
、
運
輸
労
連

鳥
羽
書
記
長
、
連
合
中
越 

・
同
十
日
町
支
部
も
出
席

し
て
、
新
潟
事
務
所
を
取

り
巻
く
状

況
の
情
報

交
換
と
労

働
組
合
に

つ
い
て
の

基
本
的
な

説
明
、
運

輸
労
連
の

組
織
運
営

や
サ
ポ
ー

ト
体
制
の

説
明
が
行

わ
れ
た
。 

 

労
働
相

談
を
さ
れ

た
松
下
氏

は
前
職
で 

 

 
 

 

 

 

同
社
は
戸
惑
っ
た
様
子
で

し
た
が
、
結
成
の
趣
旨
説

明
な
ど
を
丁
寧
に
話
し
た

中
で
四
月
中
下
旬
に
一
回

目
の
団
交
を
行
う
こ
と
で

合
意
。
燃
料
高
騰
や
運
賃

の
低
迷
で
運
輸
産
業
は
厳

し
い
労
働
条
件
下
で
働
く

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
勇
気
を
持
っ
て

立
ち
上
が
っ
た
仲
間
へ
エ 

ー
ル
を
送
っ
て
欲
し
い
。 

畑
を
活
用
し
た
ソ
バ
栽
培

と
ソ
バ
打
ち
体
験
事
業
、

市
内
飲
食
店
を
対
象
と
し

た
「
割
り
ば
し
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
」
な
ど
、
様
々
な

活
動
の
提
案
と
意
見
交
換

が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

元
気
な
高
齢
社
会
を
創

造
し
て
い
く
た
め
に
も
、

様
々
な
形
の
社
会
参
加
の

場
作
り
が
重
要
と
な
る
こ

と
も
提
起
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
回
四
月
十
四
日(

月)

に
は
、
会
員
の
拡
大
と
合

わ
せ
て
、
具
体
的
な
活
動

に
つ
い
て
取
り
組
み
の
優

先
順
位
を
整
理
し
て
進
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 
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労
働
組
合
の
経
験
が
あ

り
、
執
行
委
員
長
を
引
き

受
け
ら
れ
た
。
総
勢
五
名

で
の
執
行
体
制
を
確
立
す

る
ミ
ニ
ミ
ニ
労
組
で
あ
る

が
、
本
社
松
本
市
の
本
体

に
も
加
入
を
働
き
か
け
る

こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。 

 

四
月
八
日(

火)

午
前
、

松
下
執
行
委
員
長
、
運
輸

労
連
新
潟
県
連
・
同
長
野

県
連
、
連
合
中
越
事
務
局

長
が
本
社(

松
本
市)

に
社

長
を
訪
ね
て
労
働
組
合
結

成
通
知
と
団
交
の
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。 

 

労
働
組
合
が
な
か
っ
た 

 

三
月
一
日(

土)

に
開
所

し
た
、
な
が
お
か
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
Ｌ

Ｓ
Ｃ
）
見
附
事
務
所
が
、

見
附
地
域
で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
も
ら
い
た
い

と
の
思
い
で
、
四
月
二
日

(

水)

に
事
務
所
に
参
集
し

て
「
み
つ
け
元
気
助
け
合

い
の
会
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。 

 

会
合
に
は
連
合
傘
下
の

組
合
員
Ｏ
Ｂ
名
が
出
席
。

話
合
い
で
は
、
手
薄
な
事

務
所
の
当
番
応
援
、
見
附

市
全
市
へ
の
Ｌ
Ｓ
Ｃ
チ
ラ

シ
配
布
行
動
支
援
、
地
域

興
し
の
た
め
の
、
休
耕
田 

連合中越ホームページ 
リニューアルのお知らせ 
3月21日(金)機関紙第600号
と合わせ改装。機関紙共々
是非ともご利用ください。 

http://tyuuetu.net/      

 

連合北魚沼支部だより 

昨年12月の設立準備委員会(委員長西野重秋氏)発足から、運
用に向け準備を進めてきた北魚沼ライフサポートセンター(通
称-北魚LSC)を4月1日に、会長以下コーディネーターをはじめ
４役にて看板等を設置し、事務所を開設しました。 

当日は、船出としては最悪のコンディション(久々の寒波襲
来、暴風)下ではあったが、逆に運用に際し、意思統一を深める
中、早速地元新聞社をはじめ、関係機関、広報掲載依頼などPR
活動等を開始した。 

また、自治体や関係機関、労組関係等にコーディネーターの
紹介を行うとともに、協賛の依頼も行ってきました。      

当面の運用としては、月・水・金（祝日除く）にコーディ
ネーターが常駐し、これらの日の午後に相談を受け付け、相談
に対して対応を行う体制としたところです。 

北魚LSC役員名簿（抜粋） 
 会  長   桑原 創 （魚沼市給与所得者連絡協議会会長） 
 副 会 長   森山 強 （北魚沼地区労働者福祉協議会会長） 
   〃     太田辰雄 （魚沼市給与所得者連絡協議会副会長） 
   〃     金谷 暁 （北魚沼地区労働者福祉協議会副会長） 
 事務局長   青木正利 （連合中越地協北魚沼支部事務局長） 
 事務局次長    今井康博 （魚沼市給与所得者連絡協議会事務局長） 
 幹  事   連合幹事、労金、総合生協等 
 コーディネーター 森山 寛 

北魚沼ライフサポートセンター運用開始、事務所開設 

 

連
合
小
千
谷 

支
部
だ
よ
り 

 働く者の労働相談や生活相談を受ける「おぢやライフサポー

トセンター」が、４月１日（火）よりオープンしました。 

 ４月２０日（日）午前１１時よりサンラックおぢやにて「おぢやラ

イフサポートセンター」の開所式を実施する予定です。当日

は、来賓の方々から「おぢやライフサポートセンター」の事務

所を見学していただく予定でいます。 

 ２月から準備を始めた「おぢやライフサポートセンター」がい

よいよ本格的に始動することになります。県ライフサポートセ

ンター、ながおかライフサポートセンター等の協力を得ながら

進めていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

おぢやライフサポートセンターは、月、水、金の１１時から１８

時まで佐藤コーディネーターが事務所にいます。 

雇用・労働条件の確保を求め 

(有)翔進で働く仲間５名が 
労組結成して運輸労連加盟 

本社(長野県松本市)に結成通知と団交申し入れ 

Ｌ
Ｓ
Ｃ
見
附
事
務
所
応
援
団 

み
つ
け
元
気
助
け
合
い
の
会
設
立
さ
れ
る 

 

組
合
員
Ｏ
Ｂ
ら
市
民
活
動
展
開
を
念
頭
に
ス
タ
ー
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（
誉
め
ら
れ
て 

ご
馳
走
に
な
っ
て 

飛
ば
さ
れ
る
）
（
無
礼
講 

課
長
は
薄
目 

開
け
て
い
る)

（
単
身
赴
任 

電
話
の
声
が 

明
る
す
ぎ
）
（
い
い
家
内 

十
年
た
っ
た
ら 

お
っ
家
内
） 
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連合栃尾支部だより 連合見附支部だより 

０８春季生活闘争勝利栃尾地区総決起集会開催 
 

 ３月11日栃尾文化センター大会議室におきまして08春季生活
闘争勝利栃尾地区総決起集会がおよそ100名の参加で開催されま
した。 
 開会にあたり坂井支部長による主催者挨拶。「大企業の収益
が増す中で、中小、地方の経済格差が進み、地方の地場産業は
衰退、賃金格差が進むばかり。減税の廃止や各種保険料の値上
げで、可処分所得は減るばかりである。労働者の生活の糧であ
る賃金を上げないと私たちの生活は苦しくなるばかり。今こそ
立ち上がり、２％以上の賃上げを勝ち取りましょう」と力強く
挨拶されました。 

その後、連合中越金子事務局長より来賓挨拶を受けました。
メガネスーパーで働く社員の実態報告と、過酷な労働とノルマ
に悩まされながらも頑張っている組合員の報告を受けました。 
 その後、連合新潟安念副会長より基調報告がなされ、新潟県
的な情勢と非正規社員と派遣労働の実態について報告を受けま
した。そしてワークライフバランスを意識した生活を目指しま
しょうと提起がありました。恒常的な時間外労働をなくし、仕
事と生活の調和の取れた生活を取り戻そうということです。 
 その後、集会アピールの提案、採択が行われ、スローガンの
確認があり、坂井支部長の団結ガンバロウで閉会しました。参
加された皆さんご苦労様でした。ありがとうございました。 

第79回長岡地区メーデー実施大綱 

 

長岡地区メーデー開催日 ５月１日（木） 

集合・デモ行進     集合8：30、デモ行進開始8：45、大会会場入場9：45） 

集合地         Ａ集団（明治公園）、Ｂ集団（宝田公園）、Ｃ集団（ツガミ前）、Ｄ集団（平潟公園） 

厚生会館への入場    実行委員会の誘導で、集団長の指示により指定の場所に入場。 

            デコカー・街宣車は、実行委員会の誘導により厚生会館東側の駐車場へ。 

            プラカードはコンクール審査のために宝田公園・弓道場へ持参・出展。 

集団責任者・参加産別  Ａ集団（集団長：電力総連、副集団長：交通労連、救護班：ＵＩゼンセン） 

              ＪＰ、情報労連、電力総連、運輸労連、ＪＲ総連、ＵＩゼンセン、労済労連、交通 

              労連、全労金、全国ガス、サービス流通、損保労連、その他 

            Ｂ集団（集団長：自治労、副集団長：高教組、救護班：自治労） 

              自治労、日教組（新教組・高教組）、政労連、自動車総連、関信国税、ＪＲ連合、 

              国公職組、各政党・団体、その他 

            Ｃ集団（集団長：ＪＡＭ、副集団長：ＪＥＣ、救護班：ヘルスケア労協） 

              ＪＡＭ(北部地区)、私鉄総連、ＪＥＣ連合(石開労組)、基幹労連、紙パ連合、その他 

            Ｄ集団（集団長：ヘルスケア労協、副集団長：フード連合、救護班：ヘルスケア労協） 

              フード連合、国公総連、全水道、ＪＡＭ(北部除く)、ヘルスケア労協、電機連合、 

              ＪＥＣ連合(帝石労組)、その他 

地区大会   （大ホール 10：00開会、11：45閉会） 
大会次第    主催者、ご来賓挨拶 
        記念講演「障害者として、人として生きる」 
        講師 雪国ボラントピア身体障害者療護施設 
            マイトーラ利用者 磯 辺 嘉勝 氏 
        地域貢献活動発表 
        プラカードコンクール審査発表、大抽選会、 
※メーデー花の種（海外旅行）は県中央メーデーの抽選です。 

※「ほのぼの献血」は例年通り実施されます。               

各支部メーデーの日程・会場案内 
 

見附地区  ４月２９日(火) 9：30～中央公民館 

栃尾地区  ５月 １日(木)18：30～栃尾文化センター 

小千谷地区 ４月２７日(日)10：00～サンプラザ 

北魚沼地区 ５月 １日(木) 9：30～小出郷体育館 

南魚沼地区 ５月 １日(木) 9：00～南魚沼市民会館 

十日町地区 ４月２６日(土)10：00～十日町市民会館 

 

 去る３月１４日(金)、連合見附支部は恒例の

「春闘団結ボウリング大会」を開催しました。 

 ０８春闘は、民間大手では大手の有額回答は

あったものの、今だ中小地場では厳しい春闘が続

いています。元気印の春闘機運を高めるため、官

民の３４名が参加して、全員が満額回答めざし豪

快に腕を振るい、０８春闘勝利に向け連帯を高め

ました。 




